
令和２年度人権擁護功労賞

特定非営利活動法人
ＨＩＶ人権ネットワーク沖縄

演劇を通してエイズに関する正しい知識の普及に貢献
特定非営利活動法人ＨＩＶ人権ネットワーク沖縄は，平成５年から毎年，エイズに関する正しい知識と情報を
提供して予防に寄与するとともに，沖縄県から委託を受け，夜間電話相談を受け付けるなどの救済活動を行ってい
る。また，感染症に関する人権問題として，高校生を主体としたエイズとハンセン病問題の演劇及び講演を全国展
開し，教育用ＤＶＤを作成するなどハンセン病問題の解消にも尽力してきており，これらの活動は，人権尊重思想
の普及高揚と法務省の人権擁護機関が行う人権擁護活動への支援及び協力において，顕著な功績があるものと
評価された。

功 績

沖縄の子どもたちや若者が主体となって演ずる劇「光の扉を開
けて」は，２００４年の初演以来，全国各地で６０回以上
公演を続けてきました。ＨＩＶやハンセン病を題材にしたこの演
劇は，ハンセン病当事者の皆様の体験をもとにつくられたもので，
当事者からの学びを自らの生きる力とし，延べ５００人以上
の若者が活動のバトンをつないでくれたものです。
今回の受賞は，これまでお世話になった多くの方々への恩返
しの機会にもなると一同喜んでいます。心より感謝いたします。
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